
　2016 年 3 月 15 日 ( 火 ) に平成 27 年度青少
年体験活動奨励制度修了者の表彰式を文部科
学省にて開催しました。6ヶ月の活動を自ら計
画し、目標を立て、実施し、反省・記録すると
いう一連の活動を実施してきた参加者たちは、
昨年同様とても晴れやかな顔で修了証を受け
取っていました。
　また、参加者の中から東日本ブランチである
東京学芸大学の麻生氏と立命館大学の和田氏
が活動報告をおこないました。麻生氏はオース
トラリアの短期留学におけるボタニカルガーデ
ンでの活動と、マリンスポーツを通じての仲間
とともに大自然の中での体験を「自然体験」と
して発表し、関西ブランチの和田氏も柔道指導
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青少年体験活動奨励制度推進表彰式

参加者の声（参加者アンケートより）

　平成 27 年度参加者の方々に本制度に参加した感想
をお聞きしました。以下、掲載します。
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青少年体験活動奨励制度
平成 26 年度　文部科学省委託事業「体験活動推進プロジェクト」

を通じての教えることの難しさや新たな価値へ
の創造として、「精力善用・自他共栄」の認識
などについてふれ、自分が得たこと感じたこと
などを報告しました。
　また、各ブランチでも同様に表彰式が開催さ
れ、それぞれの地域で活動を修了した青少年が
修了証を授与された。各ブランチの表彰式でも
活動を無事修了した青少年達の表情が生き生き
しているように見え、授賞式は厳かな雰囲気で
はあったが修了証を受け取った際の表情は達成
感に満ちていました。

・家族から最近「イキイキ」しているね
・活動目標を設定し継続できたことは、自信になっ
た、今後も続けたい
・活動は大変だったが、達成感の方が大きかった
・活動自体は頑張ったが、振り返る時間がなかった
・助言、アドバイスが良かった
・この活動に挑戦したことで、大学生活に意味を持
たせることができた

　活動領域からみてみると、自然体験活動、ボランティ
ア体験活動の 2 領域は活動の場の設定や日程調整の
難しさ、あるいは継続することの難しさ、何をすればい
いのか、何がダメなのかが分からなかったという回答が
ありました。今後の制度の構築の参考 とさせていただ
きます。上述のことから、体験活動を修了したことで、
達成感や成就感あるいは継続力などを認識でき、学生
生活に活気が出たなど肯定的な感想が比較的に多く示
されました。また、アドバイザーとの連携やコンタクト
の重要性、さらには、青少年体験活動奨励制度の普及
啓発活動や広報の大切さが示されていました。



皆様の活動を
ご報告ください 

　Report No.0002　　
　修了者の活動報告

青少年体験活動に参加し、ボランティア体験、自然体
験、運動体験、教養体験を行いました。話したいことは、
たくさんありますが、本日は、自然体験、運動体験、教養
体験についてお話しします。自然体験では、オーストラ
リアのケアンズで行いました。マリンスポーツに挑戦し
たり、たくさんの自然に触れたりしました。この自然体験
から、「自然と一体になることで自分を見つめ直すこと
ができました。
また、自然に生かされていることを知りました。そこ
から、自然を保護する大切さを学びました。運動体験で
は、心身の健康のために「アルティメット」に挑戦しまし
た。アルティメットとは、フリスビーを用いた競技のひと
つで、チームワークとスピード感が必要な競技です。結
果を求めるのではなく自分の向上のために、「楽しんで
やること」を心がけました。その結果、U20アルティメッ
ト日本代表に選ばれました。

教養体験では、いろいろなことを学ぼうと思い、+BIZ
というビジネス体験に参加しました。実際に企業の方に
プレゼンテーションを行うことは、緊張感もありました
が、ワクワク感も大きかったです。これを通じて、チーム
として動くことの難しさ、一方で、チームだからできるこ
ともあるということ、企業コーチの講義やアドバイスか
ら得た戦略、考える力や社会人としてのあり方も養われ
ました。
そして、今までの自分の考え方にも変化が生じるよう
になり、将来の夢にも変化が出てきました。体験活動全
般を通じて、とにかくhungry！そしてチャレンジ！する
ことの大切さ、物事を継続していく力や課題を探求す
る力、他者との関わり方とその大切さ、やること１つ１つ
に意味を生み出すということを知りました。この体験活
動での経験を今後に生かしていきたいと思います。

修了者：麻生実来さん

修了者：和田菜摘さん
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制度のご紹介

制度の仕組み

参加者の方々から、

○受賞時の活動内容
○活動を通じて感じたこと
　

この体験活動に参加したきっかけは、母からの紹介
でした。継続する力をつける、課題探求・解決力をつけ
る、目標達成への成功像を身につけることができるとい
うことで、体験活動に参加してみました。
体験活動では、運動体験として、筋力をアップしパ
フォーマンスへの向上につなげること、教養体験とし
て、保育士試験のためにピアノを上達すること、自然体
験では、オーストラリアでの自然を感じ日本との違いを
発見することという目標を立てて、それぞれの領域に挑
戦しました。これらについて話をしたいところですが、時
間の都合もあるため、今回はボランティア体験について
紹介します。
ボランティア体験では、子供たちと直接触れ合いなが
ら、子供たちの運動向上を手伝い、ひとりひとりの柔道
パフォーマンスをあげ、日本の国技である柔道を違う国
で感じ、その実態や考え方の違いを発見することを目

H27年度の参加者数

今年度修了者数／参加者数

人アドバイザー人数

人42

⇒FAX:042-329-7605 
⇒Email:info@jactes.or.jp

366/465

今後も全国の参加者の皆様の活動をご紹介していきます。皆様からの活動レポートを事務局までお送りください。　   

東京都港区御成門中学校でダンスイベントの様子

BRUNCH 北海道ブランチ【札幌大学】

住所：北海道札幌市豊平区西岡三条7丁目3番1号
電話：011-852-1181

東日本ブランチ
【一般社団法人教育支援人材認証会本部事務局】
住所：東京都小金井市貫井北町4-1-1（東京学芸大学内）
電話：042-329-7605

関西ブランチ【奈良教育大学】
住所：奈良市高畑町
電話：0742-27-9105

中国ブランチ【中国学園大学】
住所：岡山県岡山市北区庭瀬 83番地
電話：086-293-2508

○制度に参加して良かったこと、自分の活動に活かせたこと
○現在の活動内容／○今後の抱負

参加者の活動の様子

　ReportNo.0001

　修了者の活動報告

的としました。そして、練習内での指導、練習試合で
の引率教員と審判を務める、ケガに対するケアを行う、
トレーニングメニューを設定し、一日のノルマを決める、
オーストラリアの道場でジュニアクラスの手伝いをする
といったことを行いました。
この体験を通じて、感覚的・直観的のパフォーマン
ス、技術習得のための理論、客観的な動作の確認、自分
にあった技の調整、心の持ち方を学びました。一方、海
外では、日本の柔道と異なる様相があることに気がつ
きました。それは、負けることをマイナスと捉えているこ
と、日本の柔道の精神文化を伝道する人がいないこと
です。「精力善用」「自他共栄」「礼節を尊ぶ」という言葉
があります。こうしたことが世界に広がれば、争いのな
い世界を築けるかもしれません。この体験活動を通じ
て、学んだことは大きかったと思います。

青少年の体験活動を後押しするために文部科学省の委託事業として平成 25年度から始まった制度です。
14歳から25歳の青少年を対象に、「自然体験、運動体験、ボランティア体験、教養体験」という4領域の体験活動について、
総合的に一定期間継続することで、その達成を記念する修了証が文部科学省から授与されます。

活動概要

活動のポイント

4領域の詳細

活動の流れ

14歳から25歳の青少年が対象 4領域の体験活動を総合的に実施 活動の実績を文部科学省が表彰

自然体験 運動体験 教養体験 ボランティア
体験

①自分で目標と計画を立て、自主的に活動すること

②アドバイザー（＝活動をサポート、アドバイスする大人）に
　相談しながら活動を行うこと
※申請時の提出物、活動中の記録にはアドバイザーのサインが
　必須です

③各領域の活動はコーチ（＝活動を確認・指導する大人）に
　確認してもらいながら行うこと

④運動体験・ボランティア体験・教養体験の領域は、
　継続的に活動すること

⑤活動を記録しながら実施すること

❺ 
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【概要】
普段の生活とは異なる自然豊
かな場所で、宿泊を伴って自然
と楽しく触れ合ったり、自然を
探求したりすることを目的とす
る活動
【必要時間】
1泊 2日以上
（1日6 時間以上の活動）
※事前の企画や準備、練習を
きちんと行う必要があります
【活動例】
野外活動、自然・環境学習活動、
農業・漁業体験等

【概要】
スポーツやトレーニング等、心
肺的・肉体的負荷があり、健
康促進、運動機能向上を目的
とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
・マラソン大会完走を目指す
　ランニング
・脂肪燃焼を目指す
　ウォーキング等　

【概要】
知識や技能を高める活動や、
教養や趣味を深める活動等、
自己研鑽を目的とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
資格取得、検定受験、
音楽活動、日本文化の会得、
技術向上等

【概要】
他者への奉仕やサポートを
目的とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
教育支援、地域支援、
高齢者支援、子育て支援等

評価
（サイン）・
アドバイス

指導・確認

※運動、教養、ボランティアの3領域中2領域は3ヶ月間、1領域は6ヶ月間以上の活動が必要になります。

青少年が自ら計画を立て、アドバイザーと相談しながら継続的に体験活動を行う制度です。

※海外留学や海外での就職への活用も視野に入れ、国際的な体験活動の評価制度である英国エディンバラ公国際アワードの同時取得が可能です。

を表彰式で発表して
いただきました。

各ブランチにおいて、アドバイザー講座を開催しました。講師は奈良
教育大学教授・高橋豪仁先生、中国学園大学准教授の中田　先生、札
幌大学教授の山田先生、東京学芸大学教授鉄矢悦郎先生にご登壇頂き
ました。制度に関してのお話と、青少年の育成における体験の必要性に
ついてご講義を頂きました。講義後のデｲスカッションの際は青少年の
体験をどのように支援していくかについて参加者間での積極的な意見
交換が行なわれました。 

◆ 2015 年 7月19日 ( 土 )　 in 奈良　奈良教育大学

◆ 2015 年 7月20日 (日 )　 in 岡山　中国学園大学

◆ 2015 年 8月   7日 ( 金 )　 in 札幌　札幌大学

◆ 2015 年 7月11日  ( 土 )     in 東京　東京学芸大学

アドバイザー講座 

AWARDS
Report
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たり、たくさんの自然に触れたりしました。この自然体験
から、「自然と一体になることで自分を見つめ直すこと
ができました。
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は、心身の健康のために「アルティメット」に挑戦しまし
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つで、チームワークとスピード感が必要な競技です。結
果を求めるのではなく自分の向上のために、「楽しんで
やること」を心がけました。その結果、U20アルティメッ
ト日本代表に選ばれました。

教養体験では、いろいろなことを学ぼうと思い、+BIZ
というビジネス体験に参加しました。実際に企業の方に
プレゼンテーションを行うことは、緊張感もありました
が、ワクワク感も大きかったです。これを通じて、チーム
として動くことの難しさ、一方で、チームだからできるこ
ともあるということ、企業コーチの講義やアドバイスか
ら得た戦略、考える力や社会人としてのあり方も養われ
ました。
そして、今までの自分の考え方にも変化が生じるよう
になり、将来の夢にも変化が出てきました。体験活動全
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ことの大切さ、物事を継続していく力や課題を探求す
る力、他者との関わり方とその大切さ、やること１つ１つ
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動での経験を今後に生かしていきたいと思います。
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この体験活動に参加したきっかけは、母からの紹介
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る、目標達成への成功像を身につけることができるとい
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戦しました。これらについて話をしたいところですが、時
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的としました。そして、練習内での指導、練習試合で
の引率教員と審判を務める、ケガに対するケアを行う、
トレーニングメニューを設定し、一日のノルマを決める、
オーストラリアの道場でジュニアクラスの手伝いをする
といったことを行いました。
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ス、技術習得のための理論、客観的な動作の確認、自分
にあった技の調整、心の持ち方を学びました。一方、海
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きました。それは、負けることをマイナスと捉えているこ
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総合的に一定期間継続することで、その達成を記念する修了証が文部科学省から授与されます。

活動概要

活動のポイント

4領域の詳細

活動の流れ

14歳から25歳の青少年が対象 4領域の体験活動を総合的に実施 活動の実績を文部科学省が表彰

自然体験 運動体験 教養体験 ボランティア
体験

①自分で目標と計画を立て、自主的に活動すること

②アドバイザー（＝活動をサポート、アドバイスする大人）に
　相談しながら活動を行うこと
※申請時の提出物、活動中の記録にはアドバイザーのサインが
　必須です

③各領域の活動はコーチ（＝活動を確認・指導する大人）に
　確認してもらいながら行うこと

④運動体験・ボランティア体験・教養体験の領域は、
　継続的に活動すること

⑤活動を記録しながら実施すること

❺ 

表
彰

活
動
者

コ
ー
チ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 青少年体験活動奨励制度事務局

❸ 活動の記録❶ 申込 ❷ 活動の実施 ❹ 修了報告

サ
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ン
）

サ
ポ
ー
ト

（
サ
イ
ン
）

運動
体験

ボランティア
体験

自然
体験

教養
体験

【概要】
普段の生活とは異なる自然豊
かな場所で、宿泊を伴って自然
と楽しく触れ合ったり、自然を
探求したりすることを目的とす
る活動
【必要時間】
1泊 2日以上
（1日6 時間以上の活動）
※事前の企画や準備、練習を
きちんと行う必要があります
【活動例】
野外活動、自然・環境学習活動、
農業・漁業体験等

【概要】
スポーツやトレーニング等、心
肺的・肉体的負荷があり、健
康促進、運動機能向上を目的
とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
・マラソン大会完走を目指す
　ランニング
・脂肪燃焼を目指す
　ウォーキング等　

【概要】
知識や技能を高める活動や、
教養や趣味を深める活動等、
自己研鑽を目的とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
資格取得、検定受験、
音楽活動、日本文化の会得、
技術向上等

【概要】
他者への奉仕やサポートを
目的とする活動
【必要時間】
1週間に1時間以上の頻度で
3ヶ月～6ヶ月間継続
【活動例】
教育支援、地域支援、
高齢者支援、子育て支援等

評価
（サイン）・
アドバイス

指導・確認

※運動、教養、ボランティアの3領域中2領域は3ヶ月間、1領域は6ヶ月間以上の活動が必要になります。

青少年が自ら計画を立て、アドバイザーと相談しながら継続的に体験活動を行う制度です。

※海外留学や海外での就職への活用も視野に入れ、国際的な体験活動の評価制度である英国エディンバラ公国際アワードの同時取得が可能です。

を表彰式で発表して
いただきました。

各ブランチにおいて、アドバイザー講座を開催しました。講師は奈良
教育大学教授・高橋豪仁先生、中国学園大学准教授の中田　先生、札
幌大学教授の山田先生、東京学芸大学教授鉄矢悦郎先生にご登壇頂き
ました。制度に関してのお話と、青少年の育成における体験の必要性に
ついてご講義を頂きました。講義後のデｲスカッションの際は青少年の
体験をどのように支援していくかについて参加者間での積極的な意見
交換が行なわれました。 

◆ 2015 年 7月19日 ( 土 )　 in 奈良　奈良教育大学

◆ 2015 年 7月20日 (日 )　 in 岡山　中国学園大学

◆ 2015 年 8月   7日 ( 金 )　 in 札幌　札幌大学

◆ 2015 年 7月11日  ( 土 )     in 東京　東京学芸大学

アドバイザー講座 

AWARDS
Report



本年度も青少年体験活動奨励制度のもうひとつの要と
なる英国エデｲンバラ公国際アワードアドバイザー講座が、
7月11日，7月19日，7月20日，8月7日，の4日間、4ブラ
ンチで行なわれました。
また、英国エデｲンバラ公国際アワードから講師として 関
口純 氏、をお迎えし、研修会を開催しました。研修会では
講義の他にグループデｲスカションを通して信頼関係の構
築やコミュニケーションの基礎について学びました。
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■英国エデｲンバラ公国際アワードアドバイザー講座

■青少年体験活動奨励制度　参加者状況
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発　行：一般社団法人 教育支援人材認証協会
発行日：平成 28年 3月　
連絡先：東京都小金井市貫井北町４-１-１東京学芸大学内
（TEL）042-329-7605　（Email）info@jactes.or.jp
協会 Facebook：
http://www.facebook.com/jactes

講座の様子

大学生
（351）

高校生
（102）

中学生（9）
社会人（3）

青少年体験活動奨励制度HP ▶▶▶ http://www.u-gakugei.ac.jp/~codomo/jya/index.html
Facebook ▶▶▶ https://www.facebook.com/seisyonen

参加者
アドバイザー

366名
42名

●H27年度の活動内容事例
自然体験
奉仕体験
教養体験
運動体験

●H26 年度青少年参加者属性（人）

英国エデｲンバラ公国際アワード（以下、国際アワード )は 1956 年にイギリスで開始された若者向けの評価 制度です。自分自身で目標
を設定しこれに挑戦していく という形式はエデｲンバラ公自身の体験や直接的な経 験から意味を見出すプロセスである「経験学習」の理
念 に基づき、ボランティアを行なう若者や関連組織との協 力を経て確立されました。制度の目的は青少年が社会的・自己啓発的な活動
に自らの意思で参加して、複数の領域に参加する事でバランス感覚を養い、青年期から成人期の難しい時期を乗り越えることを目指して
います。この基本的原則は変わっていませんが、活動内容 と評価や授与の方法は社会からの要求と、若者の様  々なニーズに適応しなが
ら進化を続けています。国際アワードは現在世界をリードする若者の業績を評価する 仕組みとして認識されており、各地で若者に働き
かける 組織によって活用されています。その形式は国によって様々で、ポルトガル、フィンランドでは、独自の国内タイトルで行われてお
り、日本も国内タイトルという形で表彰を行い、その業績を国際アワードと結びつけるというポルトガル、フィンランドと同様の形を採用し
ています。

【英国エデｲンバラ公国際アワードについて】

星の動き観察／自然遺産の名所めぐり／野外アイススケートリンク作成
小学校人形劇活動支援／観光支援ボランティア／適応指導教室ボランティア
手話の取得／英検 2級を目指す／毎週英字新聞を読む／天声人語の要約
カーリング技能向上／険しい山道の歩く技能向上／琵琶湖 1周サイクリング

●H27年度青少年参加者数（新規）

（H25 年度からの総数 742 名）

（修了者数／参加者数）
366 名／465 名

●H27年度アドバイザー数（新規）

　

（H25 年度からの総数 182 名）

42 名


